
協定留学近況報告書 

 

記 入 日 2015年 11月 15日 

留 学 先 大 学 エトヴェシュ・ロラーンド大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：人文学部，（現地言語での名称）：The Faculty of Humanities 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2015 年9月－2016年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 国際日本学部国際日本学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

ハンガリーの情報は大使館のウェブサイトを見たり、地球の歩き方を読んだりして、基本の情報は日本で集めました。あとは、

自分の銀行の口座が海外でも使えるのかどうかを銀行に問い合わせたり、ブダペストにどのくらい ATM や銀行があるのかな

ど質問をしました。現地の病院の住所や、何か流行っている病気があったら、そのための予防接種などについても調べてお

くと不安はないかと思います。交通に関しては、もしスマートフォンを現地でも使おうと考えているようならば、Budapesti 

Menetrend というアプリを入れていくことをお勧めします。私は出国前にハンガリー語を十分に勉強することができなかったの

で、もし余裕があるなら、テキストなど買って基本を覚えていくと良いと思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：留学ビザ 申請先：駐日ハンガリー大使館 

ビザ取得所要日数：３週間程度 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：無料 



 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

申請用紙（大使館にメールをしたら添付して送ってもらえます）、パスポート（原本）、パスポートサイズの写真２枚、留学先の

入学許可証(原本)、寮などの入寮証明書(原本)、奨学金を受け取るならばその証明書（なくても申請可能でしたが）、銀行

残高証明書、滞在中の海外旅行保険加入証明書（原本）、明治大学の交換留学を認められたということを示す証明書の

提出を求められます。私の場合、まずは大使館のビザ担当の方にメールをして、必要書類を確認してからそろえ始めまし

た。 

入学許可証、入寮許可書は、留学先大学から送られてくるのをひたすら待ちました。 

銀行残高証明書は、銀行に電話をして、約一週間で届きました。 

海外保険は、明治大学で加入必須のものに入りました。キャンパスサポートから申し込み、約二週間で海外旅行保険加入

証明書が届きました。 

明治大学からの証明書に関しては、国際教育事務室の留学担当の方にすぐに用意してもらえました。 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

【ハンガリーに滞在する際に、ビザ、または滞在許可を取得するにあたって】 

1. 日本でビザを取り、ハンガリーで滞在許可に切り替える 

2. ハンガリーで手続きをする 

の２パターンがあるかと思います。私は１のほうでしたが、今後行く方にも１をお勧めしたいと思います。 

（２で手続きを進めている人は、３～４か月移民局に通うことになるかと思います） 

 

【ビザの取得について】 

私の場合は３週間で手元にビザが届きましたが、一か月は見るように大使館に言われていたので、必要書類が集まり次第

すぐに申請をするべきだと思います。しかし、入寮許可書が届くのが異常に遅く、担当者にも何回メールをしても返事が来な

くなってしまったということがあったので、こういったトラブルを避けるためにも、揃えられるものはできるだけ早く手に入れること

を勧めます。ハンガリーの大学の担当者と連絡が取れなくなるということは当然のようにあるので、自分が考えているよりも切

迫感を持って申請しましょう。私の場合は、８/３１に出発予定だったのですが、ビザが取れたのは８/１９でした。８月になると

大使館のビザ担当部署が混雑してきて、予約を取ることが難しくなるので、そこも注意していただくと良いかと思います。 

ハンガリーに着いてから、移民局というところでビザを滞在許可に切り替えます。到着から３０日以内に申請しなければならな

いので、学校が忙しくなる前に済ませておきたいものです。必要書類に関しては特に情報がどこにもないので、日本で集めた

もの、書類は全て持っていくと良いと思います。（日本のハンガリー大使館の担当の方に問い合わせましたが、現地の移民

局のことはよく把握していないといわれました。）たいていの人が一回では済まずに、また来るように言われるので、時間に余

裕を持ちましょう。移民局はいつも混雑していて、開室時間３０分前に行って並んでも１時間は待たされ、開室時間１時間後

には３時間は待たされます。学校の授業が始まる前に、オリエンテーションの時期に済ませておくと楽かと思います。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

面接はありません。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

ハンガリーの留学担当者と連絡が途絶えた、書類がいつまでたっても送られてこない、大使館に電話がつながらない、など

はおそらくよくあるトラブルかと思います。担当者から連絡が全く取れなくなることもありますが、急を要する場合は、何度もメ

ールを送ることが重要かと思います。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

ブダペストには ATM がたくさんあるので、海外の ATM からでも現金を下ろせるキャッシュカードを作るべきです。クレジットカ

ードが使えない場所もまだまだ多く感じます。携帯電話はテレノールという会社のシムカードで、シムフリーのスマートフォンを

購入しました。日本で使っていたものは Wi-Fi がないと使えないので、ネット環境がなくても使えるデバイスがあると心強いと

思います。荷物は寮に入ってから２週間後位に、東京から親に送ってもらいました。無事に荷物が届かないということもある

ようなので、EMSのような荷物の追跡可能な運送サービスを使いました。 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 フィンエア― 

航空券手配方法 
フィンエア―のサイトからユースで探しました。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 リスト・フェレンツ国際空港 現地到着時刻 １８：２０ 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他 

エアポートバス                 

移動の所要時間 約一時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

公共機関で空港に行ったことはまだありませんが、バスが出ているようなので市内に入りやすいかと思います。 

大学到着日 ９月１日２０時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：９月１日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学のサイトに寮関係者のメールアドレスが載っているのでそこから連絡を取りました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

知人に車で連れて行ってもらったので、特にトラブルはありませんでした。寮のレセプションの人が英語が通じないので、ハン

ガリー人に助けてもらう必要があります。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 ９月２日から４日まで 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 簡単なガイダンスやキャンパスツアーなど、中には多少費用のかかるイベントもありました 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 ９月７日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

必要があります。到着３０日以内に済ませなければなりません。必要書類を揃えて、移民局に持っていきます。私は２回行

ったので、だいたい２週間ほどかかりました。料金は日本でビザを取っていたので必要なかったようです。とにかく並ぶので、

開室時間前に行くこと。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

出国前に病院に行って、必要な薬の調達や治療を済ませました。ハンガリーは特に予防接種が必要な国ではないので、何

もしませんでした。歯科医は保険が利かないので、まずはじめに検診を受けるべきかと思います。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

日本の銀行口座を使っています。 



4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

電気屋に行き、シムフリーのスマートフォンとシムカードを購入しました。全額で４万フォリント位で揃えられます。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（９月８日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

現地の学生も使っているポータルサイト neptun というものを使って、授業の登録をします。その後、初回授業に行き、教授に

自分がその授業を履修可能なのか確認し、可能であれば専用のシートにサインをもらいます。すべてのサインを揃えたら、

履修登録をしてくれる人のところに紙を持って行きます。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
      授業                               

9:00 
      授業 勉強       予定がなけれ

ば自習など 

予定がなけれ

ば自習など 

予定がなけれ

ば自習など 

10:00 
授業 授業 勉強 授業                   

11:00 
授業             授業                   

12:00 
授業 授業 授業 授業                   

13:00 
      授業 授業                         

14:00 
      授業 授業 授業                   

15:00 
                  授業                   

16:00 
日本語学科の 

授業にサポーター

として参加 

            授業                   

17:00 
                        課外活動 

（ハンガリー語

サークル） 

            

18:00 
勉強 勉強 勉強 勉強                   

19:00 
                                          

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

エトヴェシュ・ロラーンド大学はハンガリーでも有名な大学で、大学のレベルは高いです。ほとんどの学生が英語を話すことが

できるので、今でも自分の語学能力に不安を感じることがあります。日本でできることはやっていったつもりでしたが、全然足り

なかったと実感しています。少しずつ慣れてきましたが、引き続き努力を続けたいと思います。 

私は寮に住んでいるのですが、夜にパーティーなどがあってうるさく感じることもありますが、料理をする環境も、一応スポー

ツをする環境もあるので、総合的には良いかと思います。ただし中心地から遠いので、夜遅くに帰る時などは不便だとたまに

感じます。学校の学生団体のイベントに参加したり、メンター（留学生にはサポート役として頼めばついてくれます）と会って話

したりなど、交流の幅を広げる良い機会が豊富にあります。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ハンガリーはもちろん英語圏の国ではないので、英語だけを学びに行きたいと考えているようなら、期待とは違ってしまうかも

しれません。しかし、だからこそ学べることも多いと最近は感じ始めています。要は何に興味があるのかにもよりますが、異国

語の地で過ごして、知らない文化に触れることも重要な経験になるかと思います。エトヴェシュ・ロラーンド大学には日本語学

科があり、その学生との交流も図ることができます。まだまだこちらでの生活に完全になれたとは言えないですが、私はブダ

ペストのこの大学を選んでよかったと思っています。ハンガリーは物価も日本と比べると半分くらいですし、治安も日本と変わ

らないくらい良い状態なので、留学先の候補として是非よ考えてみてください。 

 


